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対策について  

（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査  

ギリミ／ヤ※1  

ベルギー  
オランタ  
ノルウェー  
スイス  

オーストリア  
アイスランド  
ス／ヾイン  

イタリア  
スウェーテン※1  

チェコ  
ポルトガル  
ドイツ  
フランス  

テンマーク※1  

スロバキア※2  

0ECD（単純平均J  

アイルランド   
フィンランド※1  

ルクセンフルク  
オーストラリア※1  

ハンガリー  
OECD（カロ1平均）  

イギリス  
アメリカ合震届   
ニュージーランド  

7ドーランド  

カナ夕  
日本×1  

メキシコ  
珊刃  
トルコ  

0．0  1．0  2．0  3．0  4．0  5．0  6．0  

※1 2006  ※2 2004  
注1 単純平均とは、各国の人口当たり医師数の合計を国数で割った数のこと。  
注2 加王平均とは、全医師数を全人口で割った数のこと。  
注3 一部の国では、臨床医数ではなく総医師数を用いている。  
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OECDHea．th Date2009（平成21年）より   
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医療施設数の推移  種類別病院病床数の推移  
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（凡例）人口10万人当たり医師数  

■240以上  

亡l220以上240未満  

団200以上220未満  

国180以上200未満  

■180未満  

（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査  
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■1腑■  ニ次鑑■■  人口10万人当たり  ■加■  ニ次良和  人口10万人当たり  
い「l‾  ニ次匿細  人tコ10万人当たり  

従】■匿■触（■内）   徒事匿Il数（■内）   従■堰欄噌（場内）   
札内での差   

北汁1  上川中部   〕1：！2   
3－5億  石川几  石jll中央   〕2臥8   2，6倍  ll山1  県南東部   3243   

898  124．7  151．2   

2．1倍  

高梁・新見  
2852   2．9倍  事l井1  福舞・振舞   

315－5   2－7侶  広島膿  呉   291．8   

■■■  ■● －  985  115．8  
185．5   16億  

岩手1  盛岡   
2885   2．5侶  山絨  中北   269，8   2．6倍  山口≠  宇部・小野田   3861   

1144  105．6  萩   167．9   2．3億  

書棚  仙台   
270，5   2．7偽  且野■  松本   3〕9．0   ヱ．9倍  離島≠  東部Ⅰ   35〕．4   

号米   99．9  115．5  
1647   21侶  

桝田■  秋巴周辺   290．3   2．5倍  賎■】■  岐阜   2：‡9．1   1．7倍  替川膿  ■七   〕19l   

1168  137．7  
148．1   22侶  

山形■  村山   262－5   1．9侶  】■l11  西部   
2：17．9   1．9倍  書1■且  松山   309，2   

136．2  122．7  
156．0   20倍  

斗轟■  l■北   256．7   2．5倍  t知j■  馬弓良寛部   353．7   4．7倍  高知且  中央   〕25．6   

104．3  75．5  
149．1   22侶  

352．8   4．0侶  三11■   中州   252．9  1．7侶  j▼  久留米   422．4   

繁仙  つくば  89－1  稟曇己州  150．4  138．5   

〕．1倍  

義未■  l■雨   
399．8   

3．2億  滋1■  大津   341．8   27倍  佐★丑  中部   337．6   

126．5  125．0  西部   154．8   

2．2僧  

欝■■  前1●   〕8‘l．3   2．8倍  京♯府  東都・乙訓   396．3   3．2億  長■丑  長崎   368．1   

135．9  山域雨   124．3  126．9   

29倍  

嶋玉■  西部鞭二   
271－2   2．7倍  大阪府  中河内   344．6   2，0倍  熊本与  熊本   

394．5   

利亜   102．1  173．5  
115．1   34億  

ヨ】6一っ   3．4侶  兵■】■  神戸   ヱ94．6   20倍  大分A  中部   2931   

千暮■  安房  98．9  145．4  146．8   

2．0侶  

★貴●  区中央か   
1305．2   10．1侶  嚢」■■  東和   248．8   1．5侶  暮■■  吉崎東諸県   319．8   

■しよ   128．7  161．0  西葛l児瀾   
122．2   2．6侶  

■★川▲  I■浜雨謬   ヱ47．0   
1．9侶  和■山】■  和歌山   357．1   2．31嘗  三こ ・  鹿児島   335，7   

133．3  1S4．9  
108．2   31僧  

榊■  斬欄   246．0   2．0侶  ■u  西部   
389．4   2．0侶  沖■1  南部   274．4   

121．6  199．1  
164．4   1．7侶  

暮山1■  暮山   
295．6   1．6侶  ▲】■」■  出墓   427．2   3．4借  「平成20年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生男働省） 
189．8  1之6．1   「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（平成21年  

3月31日現在）」（総務省）より作成  

硝嶋㈲総 数  

■一内科（含む腎臓・糖尿病・血液）  

′「か・・小児科  

一→←精神科  

「■一外科（含む消化器・乳腺）  

打撃形外科  

か一産婦人科  

冊針眼科   

◆耳鼻いんこう科  

－●一皮膚科  

－ ◆麻酔科  

平成10年  12  14  16  18  20  

（■98）  （2000）  （’02）   （■04）  ぐ06）   （■08）  （出典）医師・歯科医師・薬剤師調査  
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大学医学部（いわゆる医局）の医師派遣機能の低下  

・大学病院に在籍する臨床研修医の割合 72．5％（平成15年度）→46．8％（平成21年度）  

○ 夜間・休日における患者の集中  

○ 小児科医・産科医等の広く薄い配置による厳しい勤務環境   

・病院と診療所の勤務医師数は共に増加しているが、病院勤務医師の割合は減少  

平成10年から平成18年にかけての医師数の増加率 診療所13．6％＞病院9．9％  

・病院常勤医師の平均勤務時間は週63．3時間（含む休憩時間、自己研修・研究等に充てた時間）  

女性医師の増加  

○ 出産・育児による離職の増加   

・国家試験合格者に占める女性の割合が約3分の1となるなど、若年層における女性医師の顕著な増加   

・特に産科・小児科では20代医師のうちそれぞれ69％、49％が女性医師   

・女性医師にもいわゆるM字カーブが存在（30代半ばでは約4人に1人が離職）  

医療にかかる御念  

・医事関係訴訟新受件数（第1審）（民事）は増加傾向 575件（平成8年）→877件（平成20年）  

※  研修医数については、各年度、国家試験合格発表後の厚生労働省医政局調べ  
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病院常勤医師の平均勤務時間  診療所常勤医師の平均勤務時間  国男性  

■女性  
時間  
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4宰・340・72g・7  23・2  38・7  31・4  

（出典）「白木の医師需給の実言正的調査研究」  

全体   軽症   中等症   重症   

藤平成10  354．1   178．3   125．9   49．8   

■平成20  467．9   237．8   175．8   53．7   1  超  ＊  蚕  線  ∞  き  悩  乱  鮪  

㈲1苧度量墜鼠雛衰悪深場浮雲蔓；堰違．鳩茫・㍍藩甘吋畑経絡紘 

‡冬草ともミ触らi摘まで璃酢ナ息る 

r平成21年救急・救助の現況」（総務省消防庁）  
「救急・救助の現況」（総務省消防庁）のデータを基に分析したもの  
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